
第 54 回全国消防救助技術大会 「ほふく救出」  

大会最年少チームが入賞 

 
 令和 8 年 8 月 22 日（土）新潟県新潟市で開催された第 54 回全国消防救助技術大会に当消防本部から、平吹消
防士（20）、國分消防士（20）、大橋消防士（20）の 3 名が出場し、陸上の部「ほふく救出」で入賞を果たすこと
が出来ました。 
 本大会には、令和 8 年 7 月 18 日（土）札幌市消防学校で開催された、第 54 回全道消防救助技術訓練指導会で
大会長表彰を受賞し、道東地区代表として選抜され臨んだものです。 
「ほふく救出」とは、3 人 1 組で煙や熱が充満した建物内を想定し、長さ 8ｍの煙道の先にいる要救助者を屋外
に救出するまでの迅速性・確実性を競う種目です。この種目には、全国各地から 52 消防本部・156 人の隊員が出
場し、当消防本部の 3 名は本大会の最年少チームでありながら、安全・確実・迅速に要救助者を救出し、一切の
減点を受ける事無く満点の評価を受け、大会長表彰を受賞しました。 
 本大会で得た経験と救助技術を災害現場で生かし、町民の皆様の安心と安全を守るためこれからも訓練に励ん
で参ります。 

「ほふく救出」実施中の隊員 

前列左 大橋消防士 
前列右 國分消防士 
後列左 佐々木管理者 
後列右 平吹消防士 


